
カルデラ火山�� 

カルデラ火山は、その活動周期が 1万年よりはるかに長く、1万年以内の火山活動履歴の有無で判

断するのは適切ではない。以下は、直径 10ｋｍ以上の、あるいは過去十数万年以内の大規模な（火

山爆発指数（VEI）が６以上の）噴火によって形成されたカルデラのリストである。 

 

カルデラ名 主な後カルデラ火山名
最新のカルデラ

噴火年代
噴出物名称
（記号）

文献

摩周（Mashu）
カムイヌプリ、カムイッシュ
島 7.6 ka*

摩周f
(Ma-f)

1, 5

屈斜路
（Kutcharo）

アトサヌプリ、中島 40 ka*
クッチャロ1

(KpⅠ)
1, 2

阿寒（Akan） 雌阿寒岳、雄阿寒岳 120←→210 ka
阿寒1
(Ak1)

2

支笏（Shikotsu） 恵庭岳、樽前山 40←→45 ka*
支笏第1

(Spfl, Spfa-1)
3, 6

倶多楽（Kuttara） 日和山 ＞43 ka
クッタラ第1

(Kt-1)
3, 7

洞爺（Toya） 有珠山、中島 112←→115 ka
洞爺

(Toya)
3, 8

十和田（Towada） 御倉山、御門石、五色岩 15 ka*
十和田八戸

(To-H)
3, 9

箱根（Hakone） 神山、駒ヶ岳、二子山 60←→65 ka
箱根東京
(Hk-T)

3, 10

阿蘇（Aso） 中岳、高岳 85←→90 ka
阿蘇4

(Aso-4)
3, 11

姶良（Aira） 桜島、若尊 29 ka*
姶良Tn
(AT)

4, 12

阿多北部（Ata） （開聞岳、池田・山川）※ 105←→110 ka
阿多
(Ata)

3,13,15,1
6,17

鬼界（Kikai） 硫黄岳、稲村岳、昭和硫黄島 7.3 ka*
鬼界アカホヤ

(K-Ah)
3, 14

表中の「ka」は「1000年前」を意味するが，暦年較正した14C年代値は「ka*」と表記した．

A←→B：A年からB年までの間のどこかで起こった噴火イベント

「＞A：A年以前に起こった噴火イベント

（※）阿多火砕流を噴出した位置には後カルデラ丘は確認されていない。ここでは近傍の阿多火
砕流噴出以降の活火山を示す。
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7.付録 DVD-ROM 

 付録の DVD-ROM には、本編に含まれる記述や図表に加え、下記資料を収録した。 

 ・活火山�覧表 

 ・観測��覧表 

 

本書の内容は基本的に平成 24（2012）年 6 月 30 日現在の資料を基に作成したが、活動

が活発な火山についてはできる限り期間を延長して掲載した。最新の火山活動データや、

過去の火山活動について新たな調査研究によって明らかとなった事実については、気象庁

ホームページ（http://www.jma.go.jp/jma/index.html）を参照されたい。 

 

また、本書の作成にあたっては、各火山の最終ページに記載した文献に加えて、下記の

文献も参考とした。 

気象庁観測部地震火山係（1959）日本噴火誌，348 頁． 

気象庁（1975）日本活火山要覧，119 頁． 

気象庁（1984）日本活火山総覧，482 頁． 

気象庁（1991）日本活火山総覧（第 2 版），483 頁． 

気象庁（1996）日本活火山総覧（第 2 版），500 頁． 

気象庁（2005）日本活火山総覧（第 3 版），635 頁． 

火山噴火予知連絡会火山活動評価検討会（2009） 中長期的な噴火の可能性の評価に 

ついて－監視・観測体制の充実等が必要な火山の選定－，16 頁． 

なお、本書の内容について要望等あれば、気象庁地震火山部火山課までご連絡いただき

たい。 
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